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＊日本共産党川西市委員会 

川西市平野２－１－３ 

℡０８０－３１３４－０６１８ 

北野のり子の活動をお知らせ 

しています。 

議 会 

報 告 
奨学資金の新規貸付廃止 （２０２３年４月１日から施行） 

６
月
議
会
、
長
き
に
渡
り
行
っ
て
き

た
市
独
自
の
奨
学
資
金
事
業
を
利
用
者

の
減
少
、
必
要
性
の
低
下
を
理
由
に
廃

止
す
る
た
め
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
、
左
記
の
反
対
討
論
を
行
い
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。 

 

日
本
の
学
費
は
世
界
的
に
見
て
非
常

に
高
く
、
授
業
料
だ
け
で
国
立
大
学
で

も
年
間
５４
万
円
、
私
立
大
学
に
な
る
と

平
均
で
９３
万
円
で
す
。
多
く
の
学
生
が

ア
ル
バ
イ
ト
や
奨
学
金
頼
み
で
家
族
に

頼
る
こ
と
も
で
き
な
い
状
況
で
す
。 

今
年
度
よ
り
市
は
、
「川
西
市
大
学
等

進
学
支
援
金
制
度
」を
創
設
し
、
市
独
自

で
採
用
区
分
を
拡
充
し
て
い
る
点
は
、

評
価
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
、
他
の
先

進
国
に
な
い
入
学
金
制
度
、
公
立
大
学

で
２８
万
円
、
私
立
大
学
で
平
均
２５
万

円
の
負
担
が
進
学
の
足
か
せ
に
な
っ
て

い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。 

２
０
２
２
年
度
、
川
西
市
奨
学
生
募

集
人
数
、
２０
人
に
対
し
利
用
学
生
が
５

人
あ
り
、
ニ
ー
ズ
が
な
い
と
は
言
え
ま

せ
ん
。 

 

市
は
、
利
用
者
の
減
少
や
必
要
性
の
低

下
の
要
因
を
国
の
制
度
と
の
関
係
が
背

景
に
あ
る
と
分
析
を
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
授
業
料
等
減
免
給
付
金
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
高
等
教
育
修
学
支
援
制
度
は 

 
 

住
民
非
課
税
世
帯
と
そ
れ
に
準
ず 

 

る
世
帯
が
対
象
で
成
績
基
準
が
ク

リ
ア
し
た
学
生
が
学
校
推
薦
で
選

ば
れ
る
と
要
件
が
厳
し
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
事
情
を

考
慮
せ
ず
成
績
を
理
由
に
支
援
を

打
ち
切
り
問
題
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
家
計
や
ア
ル

バ
イ
ト
収
入
が
減
っ
た
学
生
へ
の
１
０

万
円
の
学
び
を
継
続
す
る
た
め
の
緊
急

給
付
金
は
、
修
学
支
援
制
度
の
利
用
学

生
と
ア
ル
バ
イ
ト
で
学
費
を
賄
っ
て
い

る
学
生
な
ど
対
象
は
限
ら
れ
使
い
に
く

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

も
っ
と
も
利
用
者
が
多
い
「
日
本
学
生
支

援
機
構
」
の
奨
学
金
は
、
多
く
の
学
生
が

貸
与
型
有
利
子
を
利
用
し
て
い
る
た
め
利

子
を
含
め
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
滞
納
す
る
と
「
延
滞
金
が
課
せ
ら
れ

る
、
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
へ
の
登
録
、
一
括

返
還
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
滞
納
が
続

く
と
裁
判
所
に
訴
え
ら
れ
る
」
な
ど
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
市
の
奨

学
金
は
、
滞
納
し
た
場
合
の
延
滞
金
は

な
く
、
個
別
相
談
に
も
応
じ
、
福
祉
的

な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
の
新
規
の
募
集
は
終
わ
り
、

川
西
市
奨
学
資
金
条
例
廃
止
が
２
０
２

３
年
４
月
１
日
施
行
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響

等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
生
、
そ
の
家
族

が
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
第
一
に
考
え
、

段
階
を
踏
む
な
ど
拙
速
に
進
め
な
い
こ
と

を
求
め
、
反
対
討
論
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

ば
れ
る
等
、
要
件
が
厳
し
い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
事
情
を
考
慮

せ
ず
成
績
を
理
由
に
支
援
を
打
ち
切
る

事
例
が
あ
り
問
題
に
な
り
ま
し
た
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ま
た
、
コ
ロ
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の
も
と
家
計
や
ア
ル

バ
イ
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入
が
減
っ
た
学
生
へ
の
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万

円
の
学
び
を
継
続
す
る
た
め
の
緊
急
給

付
金
は
、
修
学
支
援
制
度
の
利
用
学
生

と
ア
ル
バ
イ
ト
で
学
費
を
賄
っ
て
い
る

学
生
等
対
象
は
限
ら
れ
、
使
い
に
く
い

実
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が
あ
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ま
す
。
も
っ
と
も
利
用
者

が
多
い
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日
本
学
生
支
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機
構
」
の
奨
学
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は
、
多
く
の
学
生
が
貸
与
型
有
利
子

を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
利
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を
含
め
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し
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け
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ば
な
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せ
ん
。
滞
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と
「
延
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金
が
課
せ
ら
れ
る
、
ブ
ラ

ッ
ク
リ
ス
ト
へ
の
登
録
、
一
括
返
還
が
求

め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と
裁

判
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に
訴
え
ら
れ
る
」な
ど
の
ペ
ナ
ル
テ

ィ
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
市
の
奨
学
金

は
、
滞
納
し
た
場
合
の
延
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金
は
な
く
、

個
別
相
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に
も
応
じ
、
福
祉
的
な
対
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が
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さ
れ
て
い
ま
す
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今
年
度
の
新
規
募
集
は
終
わ
り
、
川

西
市
奨
学
資
金
条
例
廃
止
が
２
０
２
３

年
４
月
１
日
施
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
な
ど
の

影
響
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
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生
、
そ
の
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て
い
る
状
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を
第
一
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、
段
階
を
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な
ど
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に
進
め

な
い
こ
と
を
求
め
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い
ま
す
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－川西市大学等進学支援金給付制度－ 

学習能力を有するにも関わらず、経済的な理由に

より大学などへの進学を断念することのないよう、進

学支援金の給付を行っています。 

〇対象者 

１．高等教育の修学支援新制度を申請し第 2区

分又は第 3区分で採用され入学金の減免が適高

等教育の修学支援新制度を適用されるかた 

２．令和 4年 4月に高等教育の修学支援新制度

の対象となっている大学などに入学されたかた 

３．入学時において保護者が市内に住所を有して

おり、学資に乏しいかた（大学などの夜間において

授業を行う学部に入学したかたについては、本人

のみが市内に住所を有する場合を含みます。） 

４．大学などが実施する他の減免などの制度によ

り入学金の全額免除を受けていないかた 

〇対象学校 

大学、短期大学、高等専門学校、専修学校 

〇受付期間 

Ｒ４年７月１日～２９日（９：００～１７：００）土日祝

除く・郵送可） 

※市ＨＰより・詳細参照 

あなたの国は子育てしやすい国ですか？ ６１％ 
９７％ 子育てしやすい（スウェーデン） そうは思わない（日本） 


